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（目的）北海道・根室地域の急性上気道炎雨乞
の咽頭より分離されたA群溶連菌に対しT型・
薬剤感受性を調べ、更に一部の菌の染色体DN
Aの抽出・制限酵素による切断パターンの分析
を行い疫学的検討を加えた。
（方法）T型別の判定はデンカ生検の抗血清を
用いて、薬剤感受性は6剤（Pc－G．ABPc，CET，EM
CP，MINO）について六二学会の測定基準に基づき
行った。染色体DNAの抽出は溶菌酵素として
Achromopeptidaseを用いた他は常法に従い、得
られたDNAサンプルをEco11、HindlH等4種
の制限酵素で消化、アガロースゲル電気泳動を
行い、切断パターンを比較分析した。
（結果）分離された菌（延723株）は12型が最
も多く37％、1型が17％であった。又12型は全
期間を通じて分離されたが、1型は後期になる
につれ次第に増加し1988年以降は12型と入れ替
わり主力を占めた。分離株の内、同一児童の再
感染或は同胞間での感染と思われるケースを認
めたが、何れもそれらの過半数は同じTタイプ
であり12型或は！型であった。それらの株のM
ICも類似の成績が得られた。染色体DNAは
制限酵素での消化によりEco！lで4種のパター
ンに、HindlHで3種、　BamH　Iで4種、　Hae　lllで
3種に分けられ、T型との相関性を認めた。ま
た、反復感染或は同胞闇感染を疑われた例から
の分離株については、T型の一致及薬剤感受性
で類似の結果が得られたのみならず、DNA分
析パターンにおいても同様のパターンが得られ
た。同一児の反復感染や同胞感染においては疫
学的に同一菌株による感染の可能性が示唆され
た。検索対象となった本地域の地理的条件によ
り、このような全国的な本玉感染症の流行とは
若干異なる様相を示したものと考える。
劇症肝炎に急性腎不全を合併することは、よ
く知られており、更に急性肝炎に急性腎不全
を合併した報告もあるが、その腎不全発症の
機序は不明な点も多い。今回、我々はIgM－HA
抗体陽性により急性A型肝炎と診断した症例
で急性腎不全を合併したが、腹膜透析により
救命しえた一症例を経験した。本症例では、
急性A型肝炎の経過中に急性腎不全の発症に
関して腎前盛の原因は認められず、腎生検に
よる病理組織所見からは、急性尿細管壊死に
よる腎癌急性腎不全と考えられた。本症例の
急性尿細管壊死の原因については、蛍光抗体
法による検索の結果からは、A型肝炎ウィル
スの関与した免疫学的機序による発症は、否
定的であった。以上の結果を考慮して、その
臨床経過からも、薬物に起因する急性腎不全
の可能性が考えられた。薬物性急性腎不全と
しては、近年使用頻度の高い非ステロイド性
消炎鎮痛解熱剤による副作用の報告がある。
本症例においても、ジクロフェナク・ナトリ
ウム（商品名ボルタレン）が投与されており、
本薬剤の尿細管上皮細胞への直接的傷害作用
ないしはプロスタグランディン産生抑制作用
を介した蔵内血行動態の障害による急性尿細
管壊死の発症の可能性が推測された。
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